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け
る
延
べ
宿
泊
者
数
は
、
約
３
２
５
１
万

人
泊
と
、
震
災
前
の
２
０
１
０
年
（
平
成

22
年
）比（
約
３
０
２
５
万
人
泊
）で
約・

７・

・

・

％
増
加・

し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
観
光

目
的
50
％
以
上
の
施
設
に
お
け
る
延
べ
宿

泊
者
数
を
見
ま
す
と
、
約
１
４
９
９
万
人

泊
と
、
震
災
前
の
２
０
１
０
年
（
平
成
22

年
）
比（
約
１
７
２
９
万
人
泊
）
で
約・

13

％・

・

・
減
少
し
て
い
ま
す
。

宿
泊
者
数
全
体
で
は
、
震
災
前
と
比

較
し
て
増
加
し
て
お
り
ま
す
が
、
復
興
事

業
に
関
わ
る
方
々
な
ど
観
光
目
的
以
外
の

宿
泊
が
多
く
な
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
、

今
後
は
、
観
光
目
的
の
宿
泊
者
数
を
回

復
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
課
題
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
（
２
０
１
５
年
）
の
東
北

６
県
に
お
け
る
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
は
、

対
前
年
比
約・

44
％・

・増
の
約・

51
万・

・

・
人
泊
に
達

し
、震
災
前
の
２
０
１
０
年
（
平
成
22
年
）

と
同
水
準
ま
で
回
復
し
ま
し
た（
図
１
）。

 一
方
で
、昨
年
の
日
本
全
体
の
訪
日
外

国
人
旅
行
者
数
を
見
ま
す
と
、
対
前
年

比
約
47
％
増
の
約
１
９
７
４
万
人
と
、

２
０
１
０
年（
平
成
22
年
）か
ら
２
倍
以

上
に
伸
び
て
い
ま
す
。こ
の
５
年
間
の
全

国
的
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
動
向
か
ら
見
れ

ば
、東
北
に
は
ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
が
あ

る
と
の
思
い
で
、東
北
の
勢
い
を
よ
り
確

か
な
も
の
と
し
、さ
ら
な
る
高
み
を
目
指

し
て
い
く
べ
く
、関
係
者
一
体
と
な
っ
た
取

組
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

東
北
に
お
け
る
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数

の
内
容
に
つ
い
て
、２
０
１
５
年（
平
成
27

年
）と
２
０
１
０
年（
平
成
22
年
）と
を
比

較
し
て
み
ま
す
と
、２
０
１
０
年（
平
成
22

年
）に
全
体
の
約
３
分
の
２
を
占
め
て
い
ま

し
た
台
湾
、
韓
国
お
よ
び
香
港
の
三
市
場

の
う
ち
、
韓
国
は
約・

54
％・

・減
、
香
港
は
約・

70
％・

・減
と
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。こ
れ

ら
の
市
場
に
は
風
評
被
害
の
影
響
な
ど
が

残
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す（
図
２
）。

一
方
で
、台
湾
に
つ
い
て
は
、約・

・

・

・

４
万
人

泊・

・増
の
約・

17
万・

・

・

・

・

・

・

・

人
泊
と
３
割
以
上
伸
び

て
い
ま
す
。
ま
た
、そ
の
他
の
市
場
に
お

い
て
は
、ア
メ
リ
カ
で
は
約・

50
％・

・増
、
タ

は
じ
め
に

２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）
３
月
11
日
、

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の

震
災
は
、
大
規
模
な
地
震
、
千
年
に
一
度

と
も
言
わ
れ
る
津
波
、
そ
し
て
原
発
事
故

と
い
う
３
つ
の
要
素
が
重
な
っ
た
複
合
災

害
で
し
た
。

こ
の
震
災
か
ら
５
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
国
内
外
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

を
い
た
だ
き
、
東
北
の
関
係
者
も
復
興
の

努
力
を
続
け
ら
れ
、
震
災
復
興
は
着
実

に
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

観
光
面
に
つ
い
て
は
、
震
災
の
発
生
に

よ
り
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た
太
平
洋

沿
岸
エ
リ
ア
の
み
な
ら
ず
、
東
北
全
体
へ

の
観
光
が
大
き
く
落
ち
込
み
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
中
で
、
多
く
の
方
々
の
支
援
と
、

6

東
北
運
輸
局
に
お
け
る

観
光
施
策
の
取
組

国
土
交
通
省
　
東
北
運
輸
局
　
観
光
部
長

復
旧
・
復
興
の
歩
み
に
合
わ
せ
た
被
災
地

の
方
々
や
東
北
の
関
係
者
の
努
力
に
よ
り

ま
し
て
、
東
北
の
観
光
に
つ
い
て
も
回
復

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
風
評
被
害
や
外
国
の
方
々
へ

の
認
知
度
不
足
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

復
旧
・
復
興
の
歩
み
に
合
わ
せ
た
取
組
を

継
続
す
る
こ
と
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な

課
題
を
関
係
者
一
体
と
な
っ
て
克
服
し
て

い
く
こ
と
も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
東
北
観
光
の
現
状
と
こ
れ

ま
で
の
取
組
を
ご
紹
介
し
つ
つ
、
今
後
の

取
組
の
方
向
性
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

東
北
観
光
の
現
状

昨
年
（
２
０
１
５
年
の
東
北
６
県
に
お

飛
田
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・
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震
災
後
の
取
組

～
東
北
観
光
博・東
北
観
光

基
本
計
画
な
ど

震
災
に
よ
り
、
太
平
洋
沿
岸
部
が
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
他
、
多
く
の
地
域
に

お
い
て
観
光
資
源
や
宿
泊
施
設
の
損
傷
・

倒
壊
な
ど
が
見
ら
れ
、
原
発
事
故
も
相

ま
っ
て
、
震
災
直
後
の
１
～
２
カ
月
間
は
、

東
北
地
方
の
観
光
客
が
激
減
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
官
民
挙
げ
て
の
観
光
関
係
者
の

懸
命
の
努
力
が
あ
り
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
（
平
成
24
年
）
３
月
～

２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）
３
月
に
は
、

東
北
全
体
を
博
覧
会
場
に
見
立
て
た
「
東

北
観
光
博
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
短
期

的
に
は
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
る
東
北
地

域
へ
の
旅
行
需
要
の
喚
起
、
中
長
期
的
に

は
地
域
が
主
体
と
な
っ
た
新
た
な
観
光
ス

タ
イ
ル
を
実
現
す
る
た
め
、
官
民
を
挙
げ

た
一
体
的
な
取
組
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
東
北
の
主
要
な
観
光
地
域

30
カ
所
（
当
初
は
28
カ
所
）
を
核
と
な
る

「
ゾ
ー
ン
」
と
し
て
設
定
し
、
東
北
観
光

の
魅
力
発
信
の
た
め
の
「
東
北
観
光
博
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
の
作
成
、
地
域
に
お
け

イ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
と
も
に
約・

・３

倍・

・

・

・

・

・

・

と
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

タ
イ
に
つ
い
て
は
、紅
葉
や
桜
の
時
期

に
多
く
の
方
に
宿
泊
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
紅
葉
、桜
と
雪
の

回
廊
と
い
う
東
北
な
ら
で
は
の
魅
力
が
少

し
ず
つ
浸
透
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
つ
い
て
は
、冬
に
多
く
の
方
に
宿
泊

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、ス
キ
ー
の
新
し

い
目
的
地
と
し
て
認
知
さ
れ
つ
つ
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

各
県
別
で
２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）

と
２
０
１
０
年（
平
成
22
年
）と
を
比
較

し
ま
す
と
、
青
森
県
に
宿
泊
さ
れ
る
外
国

人
の
数
が
約
83
％
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ

の
中
で
は
、台
湾
、ア
メ
リ
カ
、タ
イ
の
方

が
特
に
増
え
て
お
り
、台
湾
に
つ
い
て
は

紅
葉
の
時
期
、
タ
イ
に
つ
い
て
は
桜
の
時

期
が
増
加
し
て
い
ま
す
。一
方
、福
島
県
は
、

対
前
年
比
で
は
18
％
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

風
評
被
害
に
よ
る
影
響
も
あ
り
、

２
０
１
０
年（
平
成
22
年
）比
で
は
５
割

程
度
の
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す（
図
３
）。
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図１ 東北地域の市場別外国人延べ宿泊者数の推移
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＊従業員数10人以上の施設における延べ宿泊者数。
＊平成27年は月ごとの第2次速報値（数値修正の可能性あり）
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（CP）東北6県の外国人延べ宿泊者数は、震災前の平成22年の
数値まで回復。青森県は83％増、福島県は50％にとどまる

＊従業員数10人以上の施設における延べ宿泊者数。
＊平成27年は月ごとの第2次速報値（数値修正の可能性あり）

250

200

150

100

50

0

100.9% 東北6県
109.7% 山形県
117.4% 岩手県

235.1% 全国全国 東北6県
青森県 岩手県
宮城県 秋田県
山形県 福島県

183.0% 青森県

97.7% 宮城県
73.3% 秋田県
50.5% 福島県

229観光文化特集6.indd   50 2016/03/30   17:47



51 特集◉東日本大震災からの復興に観光は何を果たしたか——5年間のふりかえりと今後への期待
特集6 東北運輸局における観光施策の取組

る
「
地
域
観
光
案
内
人
」
の
配
置
や
地
域

独
自
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
提
供
、
旅
行

会
社
や
交
通
事
業
者
な
ど
と
の
連
携
に
よ

る
東
北
地
域
へ
の
送
客
強
化
、
地
域
の

方
々
と
旅
行
者
と
の
出
会
い
を
創
る
た
め

の
「
東
北
パ
ス
ポ
ー
ト
」
の
導
入
、「
東

北
観
光
博
サ
ポ
ー
タ
ー
」
制
度
の
導
入
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

震
災
に
よ
り
失
っ
た
も
の
は
多
か
っ
た

で
す
が
、
そ
こ
か
ら
得
た
も
の
も
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
つ
は
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
の
結
束
、

い
わ
ゆ
る「
絆
」を
強
い
も
の
に
し
た
こ
と
、

二
つ
は
「
東
北
に
行
く
こ
と
が
支
援
に
つ

な
が
る
」
と
い
っ
た
機
運
の
高
ま
り
に
よ

っ
て
多
く
の
被
災
地
が
励
ま
さ
れ
た
こ
と
、

三
つ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
復
興
関
係
者
な

ど
、
多
く
の
方
々
が
被
災
地
を
訪
れ
、
地

域
の
フ
ァ
ン
層
の
拡
大
が
図
ら
れ
た
こ
と
、

そ
し
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
や
語
り
部

の
育
成
、
震
災
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築

な
ど
新
し
い
観
光
形
態
が
芽
生
え
た
こ
と

な
ど
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）
３
月
に
は
、

東
北
運
輸
局
で
は
「
東
北
観
光
基
本
計

画
」（
東
北
地
方
交
通
審
議
会
答
申
）
を

策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
計
画

期
間
を
２
０
１
３
年
度
（
平
成
25
年
度
）

か
ら
５
年
間
、
目
標
年
次
を
２
０
１
７
年

度
（
平
成
29
年
度
）
と
し
て
、
東
北
６
県

の
観
光
関
係
統
計
数
値
に
お
い
て
震
災
前

の
実
績
値
を
上
回
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と

を
目
標
と
し
て
、
国
・
地
方
公
共
団
体
・

観
光
関
係
者
に
加
え
、
地
域
住
民
も
含

め
た
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
、
震
災
か

ら
の
観
光
復
興
や
「
東
北
な
ら
で
は
」
の

観
光
素
材
の
発
掘
と
磨
き
上
げ
な
ど
の
必

要
な
取
組
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

東
北
観
光
の
活
性
化
に

向
け
た
取
組
と
方
向
性

東
北
の
観
光
に
つ
い
て
は
、
被
災
地
へ

の
旅
行
需
要
の
喚
起
や
記
憶
の
風
化
へ
の

対
応
、
東
北
全
体
と
し
て
の
誘
客
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
や
情
報
発
信
な
ど
、
関
係
者
が

連
携
し
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

震
災
の
影
響
の
大
き
か
っ
た
太
平
洋
沿

岸
エ
リ
ア
の
各
地
域（
13
地
域
）
に
つ
い

て
は
、
復
興
プ
ロ
セ
ス
に
応
じ
た
滞
在
交

流
促
進
の
た
め
の
体
制
づ
く
り
や
取
組
を

段
階
的
に
実
施
す
る
た
め
の
支
援
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

①「
情
報
発
信
の
強
化
」
と
し
て
、
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
「
東
北
物
語
」
を
活
用

し
た
地
域
の
最
新
情
報
の
発
信
、
復・

興・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

商
店
街
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
の
各

種・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

媒
体
を
活
用
し
た
広
報
展
開

②「
震
災
の
記
憶
の
風
化
防
止
」
と
し
て
、

語
り
部
・
ガ
イ
ド
な
ど
の
育
成
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
、
震
災
を
テ
ー
マ
と
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
に
よ
る
啓
発
活
動

③「
滞
在
・
交
流
の
拡
大
支
援
」
と
し
て
、

地
域
主
体
で
観
光
復
興
を
推
進
す
る

体
制
づ
く
り
の
促
進
、
滞
在
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
の
発
掘
と
旅
行
商
品
造
成
支

援
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
な
ど
に
よ
る
送

客
お
よ
び
旅
行
商
品
化
の
支
援

な
ど
で
す
。

国
内
旅
行
の
活
性
化
に
向
け
て
は
、
今

後
と
も
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
、
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
地
域
の
最
新
情

報
の
発
信
、
各
種
媒
体
を
活
用
し
た
広

報
な
ど
に
よ
り
、
被
災
地
へ
の
旅
行
需
要

の
喚
起
や
東
北
全
体
へ
の
国
内
旅
行
者
の

拡
大
に
向
け
た
取
組
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、東
北
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て

は
、
東
北
運
輸
局
で
は
、
関
係
の
方
々
と

連
携
し
て
、ビ
ジ
ッ
ト・ジ
ャ
パ
ン
（
Ｖ
Ｊ
）

地
方
連
携
事
業
、
広
域
観
光
周
遊
ル
ー

ト
形
成
促
進
事
業
な
ど
の
施
策
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

Ｖ
Ｊ
地
方
連
携
事
業
は
、
広
域
に
連

携
し
て
取
り
組
む
訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
業
で
あ
り
、
対
象
市
場
を
絞
り
込
み
、

東
北
な
ら
で
は
を
意
識
し
た
素
材
を
活
用

し
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
即
し
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
展
開
を
図
っ
て
い
ま
す
。

広
域
観
光
周
遊
ル
ー
ト
の
形
成
に
向

け
て
は
、
昨
年
、
全
国
７
つ
の
広
域
観
光

周
遊
ル
ー
ト
の
一
つ
と
し
て
、
東
北
観
光

推
進
機
構
が
推
進
す
る「
日
本
の
奥
の
院・

東
北
探
訪
ル
ー
ト
」
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ル
ー
ト
の
副
題
を
見
る
と
「
も
う
一

つ
の
日
本
・
東
北　

山
の
彼
方
の
美
し
い

四
季
と
歴
史
文
化
、
食
文
化
を
探
訪
す

る
ル
ー
ト
」
と
な
っ
て
お
り
、
東
北
の
魅

力
を
活
か
し
、
東
北
６
県
・
新
潟
県
に
あ

る
16
の
広
域
観
光
拠
点
地
区
を
ベ
ー
ス
キ

ャ
ン
プ
に
し
て
、
外
国
人
目
線
で
、
広
域

に
連
携
し
て
、
骨
太
な
観
光
動
線
の
形
成

を
促
進
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
調
査
や
外
国
人
モ
ニ
タ
ー
調

査
な
ど
を
通
じ
て
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
検
討

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
東
北
全
体
の
取
組
と
し
て
、
台

湾
に
お
い
て
「
日・

・本
東・

・

・

・

・

・

・

北
六
県
感
謝
祭
」

を
開
催
し
て
東
北
か
ら
感
謝
を
伝
え
る
と

と
も
に
、
東
北
の
元
気
と
観
光
の
魅
力
な

ど
を
発
信
す
る
な
ど
、
東
北
の
認
知
度
向
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上
に
も
努
め
て
い
ま
す
。
韓
国
や
香
港
な

ど
一
部
に
残
っ
て
い
る
風
評
被
害
の
払ふ

っ

拭し
ょ
く

に
向
け
て
は
、
今
後
と
も
分
か
り
や
す
く

効
果
的
に
情
報
を
提
供
し
て
い
く
努
力

を
続
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

東
北
に
は
、
桜
の
開
花
が
他
地
域
と
時

期
が
異
な
る
た
め
、
桜
と
雪
が
同
時
に
見

ら
れ
る
と
い
う
特
色
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

東
北
な
ら
で
は
の
樹
氷
、
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
な
紅
葉
、
夏
祭
り
と
い
っ
た
魅
力
も
あ

り
ま
す
。
日
本
ら
し
さ
が
残
る
伝
統
的
な

建
物
や
景
色
、
自
然
も
豊
富
で
す
。
果
物
、

米
・
日
本
酒
、
海
産
物
な
ど
海
外
で
評
価

の
高
い
日
本
食
も
あ
り
ま
す
。
東
北
観
光

推
進
機
構
、
東
北
６
県
・
新
潟
県
な
ど
関

係
者
一
体
と
な
っ
て
海
外
に
東
北
を
発
信

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
海
外
へ
の
東
北
の
発
信
に

加
え
て
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
円
滑
な

受
入
が
で
き
る
よ
う
、
現
状
と
課
題
を
し

っ
か
り
把
握
し
、
必
要
な
手
立
て
を
迅
速

に
講
じ
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
昨
年

（
２
０
１
５
年
）、全
国
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
お

い
て「
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
２
０
０
０

万
人
の
受
入
に
向
け
た
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
別

連
絡
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
東
北
に

お
い
て
は
、
昨
年
３
月
に
こ
の
連
絡
会
を

設
置
し
、
今
年
（
２
０
１
６
年
）
２
月
に

取
り
ま
と
め
を
公
表
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
中
で
は
、
基
本
的
な
考
え
方
と
し

て
、
東
北
の
空
港
へ
の
直
行
便
や
乗
継
便

を
活
用
す
る
と
い
う
視
点
と
、
旅
行
者
数

が
多
く
、
地
理
的
・
時
間
的
に
近
い
東
京

や
北
海
道
か
ら
一
足
延
ば
し
て
も
ら
う
と

い
う
視
点
の
も
と
、
東
北
ブ
ラ
ン
ド
を
意

識
し
、
東
北
一
体
と
な
っ
て
戦
略
的
な
取

組
を
行
う
こ
と
、
具
体
的
に
は
、
海
外
直

行
便
の
新
設
や
既
存
路
線
の
増
設
、
大
型

ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
増
加
、
鉄
道
・
高
速

バ
ス
・
レ
ン
タ
カ
ー
な
ど
に
よ
る
周
遊
の

利
便
性
の
向
上
な
ど
に
よ
り
旅
行
者
数
の

拡
大
を
目
指
す
こ
と
、
受
入
環
境
整
備
に

つ
い
て
は
、
外
国
人
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
の

高
い
「
無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
環
境
整

備
」
や「
多
言
語
対
応
」
に
つ
い
て
、
広

域
観
光
周
遊
ル
ー
ト
の
形
成
も
踏
ま
え
て

東
北
全
体
と
し
て
戦
略
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）は
、３
月
26

日
に
「
北
海
道
新
幹
線　

新
青
森
︱
新

函
館
北
斗
間
」
が
開
業
、
５
月
に
は
仙
台

に
お
い
て
「
Ｇ
７
仙
台
財
務
大
臣
・
中
央

銀
行
総
裁
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、７
月
に
は「
青
森
県
・
函
館
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
実
施
さ
れ

互
理
解
の
深
化
や
、
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
中
で
交
流
人
口
の
拡

大
に
よ
る
経
済
効
果
な
ど
を
通
じ
て
地
域

の
活
性
化
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
東
北

の
復
興
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な

要
素
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

東
北
は
、
鮮
や
か
な
四
季
、
歴
史
文
化
、

食
文
化
な
ど
素
晴
ら
し
い
魅
力
が
詰
ま
っ

た
ト
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
で
す
。
ま
た
、
震

災
の
経
験
を
伝
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
語

り
部
の
方
々
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

し
、
震
災
以
降
に
始
ま
っ
た
新
し
い
取
組

も
多
々
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
東
北
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
地
域
の
方
々
と
の
交
流
な

ど
を
通
じ
て
、
東
北
の
魅
力
を
体
験
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
と
び
た　

あ
き
ら
）

ま
す
。
仙
台
空
港
民
営
化
も
控
え
て
お
り
、

国
内
外
に
東
北
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の

機
会
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、２
０
１
６
年
度
（
平
成
28
年
度
）

の
政
府
予
算
案
に
は
、
東
北
地
方
の
風
評

被
害
を
払
拭
し
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響

に
よ
り
落
ち
込
ん
だ
訪
日
外
国
人
旅
行
者

を
回
復
さ
せ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
急
増
の
効

果
を
波
及
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
を

通
じ
て
被
災
地
の
復
興
を
加
速
化
さ
せ
る

た
め
、
東
北
の
観
光
復
興
に
係
る
予
算
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

民
間
企
業
に
お
い
て
も
、
東
北
へ
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
促
進
、
観
光
入
込
客
の
増
加

に
向
け
た
取
組
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
す
。

東
北
運
輸
局
と
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
活
用
し
、東
北
観
光
推
進
機
構
や

日
本
政
府
観
光
局（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）、政
府
の

地
方
機
関
、
各
地
方
自
治
体
、民
間
関
係

者
な
ど
と
連
携
し
て
、
東
北
一
体
と
な
っ

た
広
域
で
の
発
信
で
東
北
の
認
知
度
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
受
入
環
境
の
整
備

を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に

観
光
は
、
人
と
人
と
の
交
流
に
よ
る
相

飛
田 

章
（
と
び
た 

あ
き
ら
）

　

国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局
観
光
部
長
。京
都
大
学

卒
。
１
９
９
５
年
４
月
運
輸
省
（
現
国
土
交
通
省
）

入
省
。石
川
県
企
画
振
興
部
次
長
、国
土
交
通
省
総

合
政
策
局
政
策
課
企
画
専
門
官
、日
本
貨
物
鉄
道
株

式
会
社
総
合
企
画
本
部
経
営
企
画
部
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
、国
土
交
通
省
自
動
車
局
安
全
政
策
課
安
全
監

理
室
長
を
経
て
２
０
１
５
年
７
月
よ
り
現
職
。

（ＣＰ）東北全体が共通してプロモー
ションに活用できる統一ロゴ・マーク
を2014年3月作成
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